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路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
と
い
っ
た
公
共
交
通
機
関
は
、

自
分
で
車
の
運
転
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
、
ま
た
遠

方
へ
の
運
転
に
不
安
の
あ
る
方
な
ど
の
日
常
生
活
に
お
い

て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
町
は
町
域
が
広
く
集
落
が
点
在
し

て
い
る
た
め
、
元
来
バ
ス
の
路
線
数
や
便
数
が
少
な
い
う

え
に
、
近
年
は
過
疎
化
の
進
展
に
伴
う
利
用
者
の
減
少
等

に
よ
る
減
便
も
続
き
、
不
便
を
来
す
こ
と
が
多
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
町
で
は
、
路
線
バ
ス
の
運
行
を
維
持
す
る

た
め
の
事
業
者
へ
の
補
助
金
は
も
と
よ
り
、
平
成
14
年
か

ら
は
「
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
」※
１

、
平
成
17
年
か
ら

は
、「
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
運
行
助
成
事
業
」※
２

、
そ
し
て
、

平
成
23
年
か
ら
は
「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
」※
３ 

を
開
始
し
、
交
通
手
段
の
確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、

十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
公
共
交
通
対
策
の
基
礎
資
料
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
１
月
、
公
共
交
通
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
16
歳
以
上
（
高
校
生
以
上
）
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
２
，
０
０
０
世
帯
を
無
作
為
に
抽
出

し
、
各
世
帯
２
名
以
内
の
方
に
調
査
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
９
０
１
世
帯
、
１
，４
５
３
人
の
方
か
ら

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
質
問
し
た
14
項
目
の
う
ち
、

主
な
項
目
の
集
計
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
域
の

公
共
交
通

～
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え

～
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え

  

今
年
度
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定
し
ま
す
～

今
年
度
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定
し
ま
す
～

特特    

集集

※
１　

福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

 

自
家
用
車
又
は
タ
ク
シ
ー
そ
の
他
の
公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
こ
と
の
困
難
な
方
（
介
護
保
険
要
支
援
１
以
上
に

認
定
さ
れ
て
い
る
方
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
、
人
工
透
析
治
療
者
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
有
す
る
方
等
）
が
利
用
で
き

ま
す
。
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
２　

ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
運
行
助
成
事
業

　

 

通
院
や
買
い
物
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用
さ
れ
る
際
、
タ
ク
シ
ー

料
金
の
３
分
の
１
が
助
成
さ
れ
る
制
度
。
65
歳
以
上
の
方

が
利
用
可
能
で
す
。
町
内
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ
委
託
し

実
施
し
て
い
ま
す
。

※
３　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業

　

 

同
じ
日
に
利
用
を
希
望
す
る
方
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
か

ら
目
的
地
ま
で
送
迎
す
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
。
加
茂
川
地
区

全
域
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

●● 「自分で運転する車」と答え

た方が80％、「家族・知人

が運転する車」と答えた方

が52％となっており、自家

用車を移動手段とする方の

割合が高くなっています。

●● 次に多かったのは「路線バ

ス」、「タクシー」、「鉄道」

などの公共交通機関で、移

動手段として公共交通機関

を利用する方が１～２割程

度あることが分かります。

ポイント

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

80％

52％

17％

11％

9％

5％5％

4％

2％

2％

1％

0.5％

0.3％

自分で運転する車

家族・知人が運転する車

路線バス

タクシー

鉄道

自転車

自動二輪・原付

福祉移送サービス

シニアカー

デマンドタクシー

福祉タクシー

その他

●
普
段
、
徒
歩
以
外
で
利
用
す
る
交
通
手
段
（
複
数
回
答
）

●
普
段
、
徒
歩
以
外
で
利
用
す
る
交
通
手
段
（
複
数
回
答
）
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●● 居住する地域により、よ

く利用する医療機関の所

在地が異なり、それぞれ

の地域のニーズに応じた、

移動手段の確保が必要で

あることが分かります。

●● 主な４つの公共交通機関

について「利用する」と

回答した方の中で、月４

日未満の利用者がいずれ

も80％を超えています。

●● 職業別でみると、高校生

では月20日以上の利用者

が90％近くとなっており、

主に通学に利用している

ことが分かります。会社

員等では全てが月８日未

満となっており、通勤で

の利用はほとんどないこ

とが分かります。

ポイント

41％ 

38％ 

46％ 

40％ 

42％ 

53％ 

61％ 

44％ 

49％ 

47％ 

10％ 

48％ 

26％ 

16％ 

9％ 

32％ 

35％ 

44％ 

46％ 

29％ 

19％ 

17％ 

33％ 

38％ 

5％ 

13％ 

19％ 

6％ 

5％ 

5％ 

10％ 

9％ 

8％ 

5％ 

5％ 全　体

津　賀

吉備高原

円　城

御　北

上　竹

豊　野

下　竹

吉　川

大　和

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

■町内　■岡山市　■高梁市　■総社市　■真庭市　■倉敷市　■その他
●
よ
く
利
用
す
る
医
療
機
関
の
所
在
地

●
よ
く
利
用
す
る
医
療
機
関
の
所
在
地

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

路 線 バ ス

デマンドタクシー

タ ク シ ー

鉄　　　道

52％ 30％

40％

31％

17％ 4％ 4％

4％

7％

4％ 13％

53％

65％

73％

■１日未満　■１～４日未満　■４～８日未満　■８～12日未満　■12～16日未満

■16～20日未満　■20日以上

高　校　生

会社員・公務員
団体職員等

4％ 88％

81％ 15％ 4％

8％

■１日未満　■１～４日未満　■４～８日未満　■８～12日未満　■12～16日未満

■16～20日未満　■20日以上

●
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
方
の
利
用
頻
度

●
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
方
の
利
用
頻
度

●
多
か
っ
た
ご
意
見
・
ご
要
望
（
自
由
記
述
）

●
多
か
っ
た
ご
意
見
・
ご
要
望
（
自
由
記
述
）

・ 

近
所
の
バ
ス
停
は
、
１
日
１
本
の
運
行
し
か
し
て
い

な
く
、
利
用
す
る
人
も
少
な
い
が
、
い
ざ
と
い
う
時

に
困
る
の
で
こ
れ
か
ら
も
運
行
を
続
け
て
ほ
し
い
。

・ 

現
在
、
不
自
由
さ
を
感
じ
な
い
が
、
高
齢
の
２
人
暮

ら
し
の
た
め
、
い
ず
れ
は
困
難
に
な
る
。
公
共
交
通

機
関
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
近
隣
地
域
の
方
の
力
を

借
り
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。

・ 

子
ど
も
の
通
学
手
段
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。

・ 

高
校
生
の
通
学
に
利
用
で
き
る
バ
ス
が
少
な
く
、
必

要
も
な
い
の
に
早
く
学
校
へ
行
っ
た
り
、
部
活
動
を

早
く
切
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
て

不
便
。

・ 

路
線
バ
ス
の
本
数
が
少
な
く
、
料
金
も
高
い
た
め
利

用
者
は
、
今
後
さ
ら
に
減
少
す
る
と
思
う
。
格
安
で

町
内
外
に
移
動
で
き
る
路
線
バ
ス
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。

・ 

吉
備
中
央
町
は
面
積
（
地
域
）
が
広
い
た
め
、
一
律

の
手
立
て
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
地
区
に
よ
っ
て

考
え
る
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

・ 

町
内
か
ら
岡
山
市
内
へ
向
か
う
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
よ

う
な
も
の
が
で
き
れ
ば
良
い
。

・ 

運
転
が
で
き
な
く
な
っ
た
ら
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
考
え
て
い

る
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
町
内
全

域
で
運
行
し
て
ほ
し
い
。

ポイント
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0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

28％ 

20％ 

20％ 

22％ 

20％ 

16％ 

14％ 

34％ 

21％ 

困っている 22％

72％ 

80％ 

80％ 

78％ 

80％ 

84％ 

困っていない 78％

79％ 

18％ 

困っている 48％ 困っていない 52％

82％ 

66％ 

86％ 

全　　体

津　　賀

吉備高原

円　　城

御　　北

上　　竹

豊　　野

下　　竹

吉　　川

大　　和

運転免許無

運転免許有

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

18％ 

23％ 

15％ 

15％ 

23％ 

21％ 

18％ 

28％ 

25％ 

22％ 

24％ 

15％ 

30％ 

22％ 

24％ 

27％ 

26％ 

15％ 

16％ 

25％ 

22％ 

36％ 

41％ 

26％ 

36％ 

32％ 

32％ 

34％ 

27％ 

36％ 

40％ 

21％ 

21％ 

20％ 

22％ 

29％ 

27％ 

21％ 

23％ 

22％ 全　　体

津　　賀

吉備高原

円　　城

御　　北

上　　竹

豊　　野

下　　竹

吉　　川

大　　和

■利用しようと思う　■できるだけ利用しようと思う　■あまり利用しようと思わない　■利用しようと思わない

●● 公共交通で「困っている」

と答えた方の割合は全体で

は22％でした。特に、吉備

高原地区、大和地区で「困っ

ている」と答えた方の割合

が高くなっています。

●● 運転免許（自動二輪・原付

を含む）の有無別でみると、

運転免許の無い方、つまり

移動手段を公共交通機関等

に頼らざるを得ない方が、

運転免許の有る方に比べ

「困っている」と答えた割合

が高くなっています。

ポイント

●
路
線
バ
ス
の
利
用
意
向

●
路
線
バ
ス
の
利
用
意
向

●●  

公
共
交
通
機
関
が
不
便
で
、
ま
た
は
利
用
出
来
な
く
て
困
っ
て

公
共
交
通
機
関
が
不
便
で
、
ま
た
は
利
用
出
来
な
く
て
困
っ
て

い
る
方
の
割
合

い
る
方
の
割
合

●● 「自家用車が便利」が71％

と最も多く、次に「運行便

数が少なく、利用しにく

い」、「近くに利用できるバ

ス路線がない」といった回

答が多い結果となっていま

す。

ポイント
●●  

前
の
質
問
で
、
路
線
バ
ス
を
「
あ
ま
り
利
用
し
よ
う
と

前
の
質
問
で
、
路
線
バ
ス
を
「
あ
ま
り
利
用
し
よ
う
と

思
わ
な
い
」
、
「
利
用
し
よ
う
と
思
わ
な
い
」
と
回
答
し

思
わ
な
い
」
、
「
利
用
し
よ
う
と
思
わ
な
い
」
と
回
答
し

た
方
の
理
由
（
複
数
回
答
）

た
方
の
理
由
（
複
数
回
答
）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

71％

3％

10％

10％

2％

17％17％

自家用車が便利

運行便数が少なく、
利用しにくい

近くに利用できる
バス路線がない

利用しなくても
生活できている

利用料金が高い

その他
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以
上
が
集
計
結
果
の
概
要
で
す
。

　

ま
と
め
て
み
ま
す
と
、
交
通
手
段
と
し
て

自
家
用
車
を
利
用
す
る
方
が
多
数
と
な
っ
て

い
る
一
方
で
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

方
も
一
定
数
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
た

だ
し
、
そ
の
利
用
頻
度
は
、
路
線
バ
ス
を
通

学
に
利
用
し
て
い
る
高
校
生
の
方
を
除
く
と
、

決
し
て
高
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

公
共
交
通
全
般
に
対
し
て
、
利
用
し
に
く
い

と
の
意
見
や
、
満
足
度
の
低
さ
も
あ
り
、
こ

れ
を
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
り
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
網
を
構
築

す
る
た
め
に
は
、
路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
事

業
に
お
け
る
既
存
の
助
成
制
度
を
一
つ
ひ
と

つ
の
施
策
と
し
て
捉
え
実
施
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
特
性
を
活
か
し
な

が
ら
必
要
な
施
策
の
追
加
等
を
行
い
、
一
体

的
な
運
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

　

町
で
は
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
今
回
実

施
し
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
を
基

礎
資
料
と
し
た
「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
」の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
き
、
町
、
交
通
関
連
事
業
者
、

交
通
施
設
管
理
者
、
住
民
そ
の
他
の
関
係
者

が
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
し
、
地

域
公
共
交
通
の
現
状
、
問
題
点
、
課
題
の
整

理
を
踏
ま
え
て
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

全
体
を
一
体
的
に
形
づ
く
り
、
持
続
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
策
定
に
つ
い

て
は
こ
れ
ら
関
係
者
の
協
議
を
経
る
こ
と
が

同
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
町
に
お

い
て
は
、
交
通
事
業
者
、
各
種
団
体
の
代
表
者
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運
行
地
域
の
住
民
の
方
、

町
営
バ
ス
運
行
地
域
の
住
民
の
方
、
町
議
会

議
員
、
学
識
経
験
者
等
15
名
の
委
員
で
構
成

さ
れ
る
「
吉
備
中
央
町
地
域
公
共
交
通
会
議
」

で
審
議
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
学
識
経

験
者
に
は
、
今
年
度
か
ら
こ
の
分
野
に
精
通

さ
れ
て
い
る
岡
山
大
学
大
学
院
環
境
生
命
科

学
研
究
科
の
准
教
授
を
招
い
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
町
内
全
て

の
バ
ス
停
ご
と
に
利
用
者
の
乗
り
降
り
を
把

握
す
る
乗
降
調
査
、
バ
ス
及
び
タ
ク
シ
ー
事

業
者
の
方
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
目
的
地
と
な
る
医
療
機
関
、
商
業
施

設
や
各
種
団
体
の
代
表
の
方
等
に
対
し
て
聞

き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
計
画
の
策
定
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
、
地
域
公
共
交
通
会

議
で
の
審
議
を
経
て
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
計
画
案
を
掲
載
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
と
し
て
町
民
の
皆
様
の
意
見
を
広
く

求
め
、
必
要
な
修
正
を
行
っ
た
う
え
で
、
今

年
度
中
に
策
定
を
終
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
来
年
度
以
降
、
こ
の
計
画
内

容
を
順
次
実
施
に
移
し
て
い
く
予
定
と
し
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
に
対
し

ま
し
て
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

●
公
共
交
通
機
関
の
満
足
度

●
公
共
交
通
機
関
の
満
足
度

1 2 3 4 5

全　体

津　賀

吉備高原

円　城

御　北

上　竹

豊　野

下　竹

吉　川

大　和

公共交通機関全般

2.4

2.3

2.3

2.4

2.7

2.7

2.5

2.4

1.9

2.1

1 2 3 4 5

全　体

津　賀

吉備高原

円　城

御　北

上　竹

豊　野

下　竹

吉　川

大　和

路線バス

2.5

2.4

2.4

2.3

2.9

2.62.6

2.1

2.3

2.7

2.8

1 2 3 4 5

全　体

津　賀

吉備高原

円　城

御　北

上　竹

豊　野

下　竹

吉　川

大　和

タクシー

3

2.9

3

2.9

3.1

3.3

3.4

3.1

2.7

2.8

1 2 3 4 5

デマンドタクシー

2.8

2.6

2.7

2.7

2.5

全　体

津　賀

吉備高原

円　城

御　北

※加茂川地区の方を回答の

　対象者としています。

現在の公共交通機関の満足度を
５段階で評価

満 　 　 足 ５

や や 満 足 ４

どちらでもない ３

や や 不 満 ２

不 　 　 満 １

●● いずれの公共交通機関

においても、「満足」、「や

や満足」には及ばず、

公共交通機関の満足度

は高いとは言えない結

果となっています。

ポイント
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まちの話題まちの話題

備前地区FOS少年団連盟野外交歓大会

　７月１日から２日に

かけて、瀬戸内市の邑

久自然教育の森キャン

プ場で備前地区FOS少

年団連盟野外交歓大会

が開催され、町から団員とリーダー９人が参加し

ました。この交歓大会は、備前地区のそれぞれの

地域で活動している５連盟が、友情・秩序・奉仕

のFOSの精神を養い、少年団活動の一層の充実と

発展を図ることを目的に開催されています。

　大会の初日は、宿泊するテントの設営や飯ごう

を使用しての野外炊事、キャンプファイアー等を

行いました。

　２日目は、水を張った田んぼに移動し、どろん

こ大会が行われ、田んぼの中でドッジボール等の

ゲームを楽しみました。この活動を通して備前地

区の団員・リーダーの親睦を図り、今後の活動に

活かしていく予定です。

地域における協力に関する
 協定を締結

　６月28日、賀陽庁舎で地域における協力に

関する協定の締結式が行われ、賀陽・新山・大

和郵便局長と町関係者が出席しました。この協

定は、住民が安心して暮らせるよう、郵便局員

が業務中に高齢者や子ども等の異変、道路の異

常、不法投棄を発見した際に町へ情報提供を行

うものです。

　賀陽郵便局の重森局長は「配達途中での気づ

きが主になるが、しっかり町へ報告していきた

い 」 と あ い さ

つされました。

吉備高原小学校開校20年記念行事

　６月28日、吉備高原小学校が開校20年を迎

えるにあたり記念のシンポジウム等を行いま

した。当日は、全校児童や町関係者ら約110人

が出席。シンポジウムでは、開校に携わった

方々が設計への思い、学校活動への協力、児童

の自主性を育んだ取組等についてそれぞれ述

べられ、開校当時のことを振り返りました。

　最後に、６年生の児童が「よき伝統を守るた

めに、一人ひとりしっかり考え、進んで取り組

み、吉備高原魂で日々努力していきます」と決

意表明をし

ました。

栄養改善事業功労を受賞

　７月20日、岡山県備前

保健所地域保健功労者表

彰の栄養改善事業功労個

人の部として杉山弘子さ

ん（神瀬）が受賞されま

した。この賞は、多年に

わたり栄養改善及び食生活改善事業の普及向

上等に貢献された方に贈られるものです。

　杉山さんは、平成18年度に栄養教室を受講

された後、平成19年４月に円城支部副支部長

に就任、平成21年４月からは支部長として会

員をまとめ学校、行政、地域ボランティア等さ

まざまな関係団体との連携を密にとりながら

地域に根差した健康づくり活動を積極的に行

われています。これらの功績が評価され今回の

受賞となりました。おめでとうございます。
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Topics
 of the Town

平成29年度吉備中央町スポーツフェスティバル開催

　７月９日、かもがわ総合スポーツ公園で、体育協会主催による平成29年度吉備中央町スポーツフェスティバル

が開催されました。

　前日の雨と当日昼ごろからの大雨警報のため、中止となる種目もありましたが、ソフトバレーボール、ソフト

テニス、グラウンドゴルフの３種目で熱戦が繰り広げられました。また、本部と中学生ボランティアによる恒例

のうどんの無料サービスも行われ、参加者の皆さんはおいしそうに食べていました。

　試合結果は次のとおりです。

○ソフトバレーボール（一般の部）　12チーム ○ソフトバレーボール（熟年の部）　５チーム

　（雨天により決勝トーナメント抽選） 　優　勝：コーちゃんず

　優　勝：Ｅｎｊｏｙ　１ 　準優勝：国士無双

　準優勝：あいぼる　３ 　３　位：おはよっスポ女

　３　位：あいぼる　４

○ソフトバレーボール（小学生の部）　５チーム ○ソフトテニス　26ペア

　優　勝：吉川ミラクルＡ 　（雨天により決勝トーナメント抽選）

　準優勝：吉川ハッスルＢ 　優　勝：　横山・近藤ペア

　３　位：御北ガールズ 　準優勝：　石井・長谷川ペア

 　３　位：　久野村・岡野ペア

○グラウンドゴルフ　102人

　優　勝：秘川　　豊　　５　位：石原　昭二　　９　位：近藤　朋司　　13　位： 山　　翼

　準優勝：贄田　壽明　　６　位：小山　輝也　　10　位：伊 二三子　　14　位：浅桐　　薫

　３　位：土井二六敏　　７　位：津島　常夫　　11　位：砂田　好子　　15　位：難波　忠純

　４　位：見尾　進司　　８　位：三宅　政雄　　12　位：福本　保正

重森三玲記念館への図書のご寄贈

　７月11日、千葉県で造園

業を営まれている、十川洋明

さんが来町され、重森三玲記

念館に「日本庭園史図鑑」な

ど重森三玲氏が著した37冊

の図書をご寄贈してください

ました。

　十川さんは、重森氏から多大な影響を受け、ご

自身の人生が大きく一変したとお話されました。

その縁もあり、ぜひ記念館にご自身が所有する図

書を寄贈したいと申し出てくださいました。今後、

寄贈していただいた図書を広く町民の皆様に公開

し、重森三玲

氏の多大なる

功績を顕彰し

ていきます。

第３回吉備中央町
 ラジオ体操講習会開催

　７月２日、NHKテレビ・ラジオ体操の指導

者岡本美佳先生とアシスタントの五日市祐子

先生をお招きし、かもがわ総合スポーツ公園体

育館で、ラジオ体操講習会を開催しました。こ

の講習会は、運動習慣の定着と健康づくりに対

する意識の向上を目的に、平成27年度から継

続して開催しているもので、小学生から80代

の方まで約170人が参加しました。

　講習では、ラジオ体操第１と第２の大切なポ

イントや注意点などについて、ユーモアを交え

ながら熱心に指

導していただき

ました。
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役場からのお知らせ

消
費
生
活
相
談
会

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
消
費
生

活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。「
困
っ
た
な
」
と
思
っ

た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談

を
！！
（
当
日
受
付
可
）

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・ 

は
が
き
、携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
不
当
請
求
・
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務

・
そ
の
他
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※
匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご

と
相
談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
会

年
金
相
談
会

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る
年

金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本
年
金
機

構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職
員
が
お
答
え

し
ま
す
。

日
時　

９
月
20
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　

加
茂
川
庁
舎
相
談
室

※ 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
。（
受
付
人
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

吉
備
中
央
町
下
加
茂
霊
園

吉
備
中
央
町
下
加
茂
霊
園

の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

　

吉
備
中
央
町
下
加
茂
霊
園
の
空
き
区

画
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
区
画

　

 

吉
備
中
央
町
下
加
茂
１
０
８
２
番
地　

１
区
画
（
４

－

11
号
、
面
積
５
㎡
）

※ 

空
き
区
画
に
看
板
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

●
募
集
期
間

　

平
成
29
年
８
月
25
日
㈮

　

～
平
成
29
年
９
月
25
日
㈪

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

●
申
込
資
格

　
 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
。
ま
た
は
、

町
内
に
使
用
者
の
代
わ
り
に
そ
の
義

務
を
負
う
こ
と
の
で
き
る
20
歳
以
上

の
代
理
人
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
人
。

●
墓
地
使
用

　

 

永
代
貸
し
付
け
で
、
所
有
権
移
転
は

で
き
ま
せ
ん
。

●
永
代
使
用
料　

３
５
０
，０
０
０
円

※
使
用
許
可
時
に
前
納

●
管
理
料　

９
，２
７
０
円
（
３
年
分
）

※ 

霊
園
内
の
共
用
場
所
の
清
掃
管
理
な

ど
に
要
す
る
経
費
と
し
て
、
使
用
許
可

時
に
３
年
分
を
前
納
、
そ
の
後
３
年
ご

と
に
３
年
分
を
前
納
。
管
理
料
の
支

払
い
期
間
は
、
使
用
許
可
年
度
か
ら

50
年
経
過
す
る
ま
で
。
ま
た
、
管
理

料
の
50
年
間
分
一
括
納
付
も
可
能
。

●
申
込
方
法

　

 

所
定
の
申
込
書
に
よ
り
左
記
の
申
込

書
設
置
場
所
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

（
申
込
書
設
置
場
所
）

　

 

住
民
課
、
吉
川
支
所
、
大
和
支
所
、

加
茂
川
総
合
事
務
所
、
か
も
が
わ
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
井
原
出
張
所

※ 

申
し
込
み
は
、
１
世
帯
に
つ
き
１
区

画
と
な
り
ま
す
の
で
、
す
で
に
下
加

茂
霊
園
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は

申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
複
数
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た

場
合
は
公
開
抽
選
と
し
ま
す
。
公
開
抽

選
日
に
つ
い
て
は
申
し
込
み
締
め
切
り

後
に
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

生
活
環
境
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

相　
　

談

日時 ９月28日㈭　午前９時～正午

会場 納地公民館
ハートオブ

おかやま会館

内容 行政・人権・福祉 人権・福祉

●お問い合わせ先

　住民課　戸籍住民班 ☎0866-54-1316

　㈳社会福祉協議会

　　しらさぎ事業所 ☎0866-54-1818

　　やすらぎ事業所 ☎0867-34-1522

日　

に　

ち

会　
　
　

場

９
月
５
日
㈫

賀
陽
庁
舎
相
談
室

９
月
19
日
㈫

加
茂
川
庁
舎
相
談
室
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Information from office

元
気
も
り
も
り
教
室
（
第
４
回
）

元
気
も
り
も
り
教
室
（
第
４
回
）

　

毎
回
好
評
の
元

気
も
り
も
り
教
室

で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
健
康
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
講
義
と
調

理
実
習
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
自
分
の

骨
密
度
を
測
定
し
た
り
、
家
で
も
続
け

ら
れ
る
簡
単
な
運
動
を
学
び
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
元
気
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
、
今
か
ら
健
康
づ
く
り
を
始
め
ま

し
ょ
う
。

日　

時　

９
月
14
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
　
　
　

（
受
付
９
時
30
分
）

会　

場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
下
加
茂
１
１
０
６

－

９
）

内　

容　

運
動
実
施
・
骨
密
度
測
定

講　

師　

Ｏ
Ｓ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

健
康
運
動
指
導
士　

新
田　

瑞
季 

先
生

参
加
費　

１
０
０
円
（
調
理
実
習
費
）

※ 

参
加
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
課　

地
域
保
健
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
２
６

就
業
構
造
基
本
調
査
を

就
業
構
造
基
本
調
査
を

  

実
施
し
ま
す

実
施
し
ま
す

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１
日
現

在
で
抽
出
し
た
世
帯
を
対
象
に
、
平
成

29
年
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

　

こ
の
調
査
は
、
日
本
の
就
業
・
不
就

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
統
計
法
（
国
の
統
計
に
関

す
る
基
本
的
な
法
律
）
に
基
づ
き
実
施

す
る
、
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

調
査
結
果
は
、
雇
用
政
策
、
経
済
政
策

な
ど
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

各
種
行
政
施
策
の
企
画
・
立
案
の
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
、
９

月
下
旬
に
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
書
類

を
お
配
り
し
ま
す
。
皆
様
に
よ
り
便
利

に
ご
回
答
い
た
だ
く
た
め
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
簡
単

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
調
査

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
課　

総
合
政
策
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
４

家
庭
用
合
併
処
理
浄
化
槽

家
庭
用
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
補
助
金
制
度

設
置
補
助
金
制
度

　

町
で
は
、
ご
家
庭
に
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
す
る
場
合
、
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

●
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
と

・ 

家
庭
か
ら
出
る
汚
れ
た
水
を
処
理
し

て
流
せ
る
の
で
、
美
し
い
豊
か
な
自

然
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・ 

水
洗
ト
イ
レ
で
快
適
な
生
活
が
送
れ

ま
す
。

・ 

設
置
ス
ペ
ー
ス
は
わ
ず
か
マ
イ
カ
ー

１
台
分
で
す
。

●
補
助
対
象
は
？

・ 

公
共
下
水
道
及
び
農
業
集
落
排
水
処

理
区
域
を
除
い
た
区
域
で
、
専
用
住

宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
新
た
に
設

置
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
補
助
金
額
は
？

・ 

単
独
処
理
浄
化

槽
を
撤
去
し
合

併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
場

合
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば

９
０
，０
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

・ 

予
算
の
範
囲
内
（
先
着
順
）
で
の
補

助
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
前
に
補

助
対
象
地
域
、
予
算
の
有
無
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
前
に

必
ず
補
助
金
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。（
補
助
金
の
申
請
前
に
す
で
に

設
置
工
事
に
着
手
し
て
い
る
場
合

は
、
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

・ 

設
置
工
事
は
補
助
金
の
交
付
申
請
を

行
う
日
の
属
す
る
年
度
内
に
完
了
し

て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
金
申
請
の
手
続
き
は
？

・ 

補
助
金
申
請
に
は
数
多
く
の
専
門
的

な
添
付
書
類
が
必
要
と
な
り
、
す
べ

て
の
添
付
書
類
が
揃
っ
て
い
な
い
場

合
に
は
受
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

・ 

申
請
は
設
置
業
者
に
委
任
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
設
置
業
者
の
方

へ
ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

水
道
課　

下
水
道
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
６

−

７
１
３
４

へそっぴー
ポイント
対象事業

人槽別補助金額の一覧

人　槽 補助額

５人槽 332,000円

６～７人槽 414,000円

８～10人槽 548,000円

11～50人槽 939,000円
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役場からのお知らせ

吉備中央町職員を募集します！！
平成29年度（平成30年４月採用）平成29年度（平成30年４月採用）

　吉備中央町では、平成29年度（平成30年４月採用）吉備中央町職員採用候補者試験を行います。

職員研修職員研修   入庁後は、吉備中央町独自の新規採用職員研修のほか、県内の自治体職員と共に公務員の基礎を

学ぶ研修などがあります。

福利厚生福利厚生  共済制度等　岡山県市町村職員共済組合の共済保険、共済年金に加入。

 　　　　　　給付事業、貸付、積立などの福利厚生制度があります。

 健康管理　　 健康診断、健康づくり講座、運動部による活動などいきいきと楽しく働くための健

康管理も行っています。

　申し込みには、受験申込書、履歴書、卒業（見込）証明書等が必要となります。

　詳しくは、各庁舎、各支所出張所の受験案内または町公式ホームページをご確認ください。

　URL　http://www.town.kibichuo.lg.jp/

お問い合わせ先 　総務課　行政班　☎0866－54－1313

●採用職種／採用予定人員●採用職種／採用予定人員　　一般事務職（障がい者対象） 若干名

　　　　　　　　　　　　　　保　健　師 若干名

　　　　　　　　　　　　　　調　理　員（給食調理員） 若干名

●受験資格●受験資格

　一般事務職（障がい者対象）

　・ 昭和52年４月２日以降に生まれた人で、高等学校卒業又は同等以上の資格を有する人（平成30年

３月31日までに卒業見込みの人を含む）

　・ 身体障害者手帳の交付を受けている人

　・ 活字印刷文による出題に対応できる人

　保　健　師

　・ 昭和57年４月２日以降に生まれた人で、保健師免許を有する人（平成30年３月31日までに取得見

込みの人を含む）

　調　理　員（給食調理員）

　・ 昭和47年４月２日以降に生まれた人で、栄養士法による栄養士免許証又は調理師免許証を有する

人（平成30年３月31日までに取得見込みの人を含む）

●第一次試験●第一次試験　　　　平成29年10月15日㈰

　　　　　　　　　　会場　吉備中央町役場　賀陽庁舎

●受験申込受付期間●受験申込受付期間　平成29年８月18日㈮〜平成29年９月19日㈫

　　　　　　　　　　※郵送による場合は当日消印有効

のびのびのびのび

イキイキイキイキ

わくわくわくわく
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Information from office

９９月月１１日日はは『防災の日』『防災の日』
毎年８月30日～９月５日は『防災週間』毎年８月30日～９月５日は『防災週間』

　９月１日を「防災の日」としたのは、大正12年のこの日に甚大な被害をもたらした関東大震災が発生したことや、

台風シーズンを迎える時期であることが主な理由とされています。防災の日は、防災関係機関をはじめ、広く国民が

台風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波などの災害についての認識を深め、これらに対する備えの充実・強化を

図り、災害の未然防止と被害の軽減を目的として、昭和35年に創設されました。また、昭和57年からは、９月１日

の「防災の日」を含む１週間を防災週間と定め、防災知識の普及と防災意識の高揚に努めています。

　毎年、全国で地震や台風などによる災害が発生しています。大切な命や財産を守るため、日ごろから防災について

考えましょう。

●台風などにおける風の強さと影響（出典：気象庁）●台風などにおける風の強さと影響（出典：気象庁）

予報用語 平均風速（ｍ／秒） 人への影響

やや強い風 10以上～15未満 風に向かって歩きにくくなる。傘がさせない。

強い風 15以上～20未満 風に向かって歩けない。転倒する人もでる。

非常に強い風
20以上～25未満 しっかりと身体を確保しないと転倒する。

25以上～30未満 立っていられない。

猛烈な風 30以上～ 屋外での行動は危険。

●台風などにおける雨の強さと災害発生状況（出典：気象庁）●台風などにおける雨の強さと災害発生状況（出典：気象庁）

予報用語 １時間雨量（mm） 災害発生状況

やや強い雨 10以上～20未満 この程度の雨でも長く続く時は注意が必要。

強い雨 20以上～30未満 側溝や下水、小さな川があふれ、小規模の崖崩れが始まる。

激しい雨 30以上～50未満
山崩れ･崖崩れが起きやすくなり危険地帯では避難の準備が必要。
下水管から雨水があふれる。

非常に激しい雨 50以上～80未満 マンホールから水が噴出する。土石流が起こりやすい。

猛烈な雨 80以上～ 雨による大規模な災害の発生する恐れが強く、厳重な警戒が必要。

①事前に自宅の補強と周辺の危険個所の点検を

　 　雨戸、窓ガラス、物干し、アンテナ、看板などを補強しましょう。また、植木鉢は強風で倒されたり、飛ばされ

たりする恐れがあるので、一カ所にまとめておくと安全です。また、農地や農作物等への被害も懸念されるので、

ビニールハウス等の破損や倒壊を防ぐために補強をしましょう。そのほか、自宅周辺の側溝や農地等の水路の点検

を行いましょう。なお、見回りや台風対策などは明るいうちに行い、夜間や台風の通過中は、危険なので行わない

ようにしましょう。

②停電や断水に備え、非常用品の確認を

　 　食料、飲料水、懐中電灯、ラジオ、ライター、簡単な医薬品などの非常用品の確認をしてください。

③大雨や洪水などの警報と注意報について

　 　警報は重大な災害が起こる恐れがある場合、注意報は災害が起こる恐れがある場合に市町村ごとに発表されます。

そのほか、豪雨や長雨により土砂災害の危険性が高まった場合には、「土砂災害警戒情報」が発表されます。

避難勧告が出ていなくても、大雨警報や土砂災害警戒情報等が発表されたり、周辺地域で避難勧告が出たときな

どには、早めに避難準備をしましょう。また、土砂災害による被災者の多くは、木造の１階で被災しています。

どうしても避難場所への避難が困難なときは、次善の策として、近くの頑丈な建物の２階以上に緊急避難するか、

それも難しい場合は家の中でより安全な場所（がけから離れた部屋や２階など）に避難しましょう。

お問い合わせ先 　総務課　行政班　☎0866－54－1313
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役場からのお知らせ

岡山連携中枢都市圏の取組をスタートしました岡山連携中枢都市圏の取組をスタートしました

岡山連携中枢都市圏とは

　人口減少・少子高齢社会が到来し、生活圏・経済圏が拡大しつつある中、活力ある地域経済・社会を形成し、住民

サービスを維持するために、連携中枢都市である岡山市と、津山市・玉野市・総社市・備前市・瀬戸内市・赤磐市・

真庭市・和気町・早島町・久米南町・美咲町・吉備中央町が、特定の行政分野において連携協約を締結し、平成29

年３月に策定した「岡山連携中枢都市圏ビジョン」に基づき、魅力あふれる圏域づくりを進めます。

ビジョン施策体系

具体的な取組例

お問い合わせ先 　企画課　総合政策班　☎0866－54－1314

圏域全体の戦略的な産業振興に向けた仕組みの構築

強みをいかした新たな産業の創出・育成

安定した雇用の創出と人材の確保

地域資源をいかした商品や農産物の販路開拓・拡大

国内外に開かれた広域観光の推進

広域道路交通網の整備促進

ESDによる人づくりとネットワーク化の推進

市（町）民活動の広域展開と市（町）民協働の推進

在宅医療・介護の推進

子育て支援の充実

教育分野における交流の強化

圏域の活性化に向けたスポーツ振興

広域的な農作物被害の減少

河川環境保全の推進

安定したごみ処理の推進

生活交通による公共交通ネットワークの充実

公共交通ネットワークの利便性の向上

圏域内への移住・定住の促進

公共施設の最適化

圏域内市町の職員の育成

　
　
　

つ
な
が
り
、
創
造
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

躍
動
！ 

岡
⼭
都
市
圏

連携協約とは：連携中枢都市である
岡山市と、連携する市町との間で、
相互に連携を図ろうとするものにつ
いて、個別に協約を締結し、取組の
内容や役割分担を定めるものです。

岡山連携中枢都市圏 検 索

詳しい内容はこちらをご覧ください。

連携分野 連携施策

将来像将来像

移住促進連携移住促進連携

全市町との連携

○ 合同での移住相談会、移住先

下見ツアー

○ 各市町の特色を盛り込んだ移

住情報フリーペーパーを作成

し、圏域の魅力を発信

岡山型ヘルスツーリズム拠点化岡山型ヘルスツーリズム拠点化

岡山市・真庭市との連携

○ ハラル対応を中心とした岡山

独自のムスリム観光客受入態

勢整備

○ 農業・農村体験等の観光メ

ニュー化

中国横断自動車道岡山米子線中国横断自動車道岡山米子線

 ４車線化の促進 ４車線化の促進

岡山市・総社市・真庭市との連携

○ 「岡山自動車道周辺ガイド」

等を作成し、観光地をＰＲ

○ 利用促進に向けた取組、要望、

広報活動

圏域全体の

経済成⻑のけん引

⾼次の都市機能の

集積・強化

圏域全体の

生活関連機能

サービスの向上
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Information from office

平成29年度吉備中央町園芸産地形成推進事業について

　ピオーネ・ブルーベリーの苗の植栽、ハウスの設置を計画されている方は、申請書の取りまとめを行いますので、

下記の窓口までご連絡をお願いいたします。

　また、申請期限を、平成29年10月31日㈫までとさせていただきますので、現在申請を検討中の方は農林課へご相

談ください。

補助事業名 申請窓口 事業の内容 採択基準 補助率等

ピ オ ー ネ
植栽助成事業

農林課 苗代の補助

⑴ 植栽地は１a以上、３本以上の
新植もしくは改植であること。

⑵販売を目的としていること。
⑶果樹共済へ加入すること。

苗代１本につき、購入費若しくは
上限額2,000円のどちらか低い額。

ブルーベリー
植栽助成事業

農林課
（ 吉 備 中 央 町 ブ
ルーベリー振興協
議会事務局（道の
駅かよう）を経由）

苗、土壌改良
資材の補助

⑴ 植栽地は３a以上、60本以上
の新植であること。

⑵販売を目的としていること。

苗代１本につき、購入費若しくは上
限額2,500円のどちらか低い額。
ピートモス25リットル１袋につ
き、購入費若しくは上限額3,000
円のどちらか低い額。

ハウス野菜
産 地 形 成
推 進 事 業

農林課
ハウス施設
整備費の補助

⑴ ハ ウ ス の 面 積 は100 ㎡ 以 上
250㎡以内であること。

⑵ 生産された野菜は、販売を目
的としていること。

ハウス施設整備費1/2以内若しく
は１㎡あたり2,250円のどちらか
低い額。ただし、消費税を除く。

お問い合わせ先 　農林課　農業振興班　☎0866－54－1318

町有施設の指定管理者募集について

　町内にあります次の施設が平成30年３月31日で指定管理期間終了となります。そこで、更新のため指定管理者の

募集をすることになりました。

　各施設により管理内容が異なりますので、条件等詳細につきましては各担当課へお尋ねください。

　地域や施設を元気にするために、意欲ある方はぜひ応募をよろしくお願いします。

●指定管理施設●指定管理施設

施　設　名 管理期間 担当課

ラーバニスト小森の里 H30.4.1～H35.3.31

農　林　課地域食材供給施設（品野屋） H30.4.1～H35.3.31

飛躍の郷ひだまり H30.4.1～H35.3.31

道の駅かもがわ円城ふれあいの館 H30.4.1～H35.3.31
協働推進課

交流促進センター H30.4.1～H35.3.31

鳴滝森林公園 H30.4.1～H35.3.31 建　設　課

●応募資格●応募資格

　 　指定期間中、安全かつ円滑に施設を管理できる法人又はその他の団体。（個人で応募することはできません。詳

しくは募集要項を参照してください。）

●募集要項の配布期間及び場所●募集要項の配布期間及び場所

　 期 間 　平成29年９月１日㈮～９月12日㈫　午前８時30分～午後５時（土・日除く）

　 場 所 　吉備中央町役場賀陽庁舎　各担当課

●応募者説明会（現場説明会）●応募者説明会（現場説明会）

　 日 時 　平成29年９月15日㈮　午前９時～　　 場 所 　吉備中央町加茂川庁舎　会議室

お問い合わせ先 　農林課　農業振興班　　　☎0866－54－1318
協働推進課　商工観光班　☎0866－54－1301
建設課　用地班　　　　　☎0866－54－1319
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役場からのお知らせ

 国民健康保険加入のみなさまへ  国民健康保険加入のみなさまへ 
「限度額適用・標準負担額減額認定証」、「限度額適用認定証」をご存知ですか？「限度額適用・標準負担額減額認定証」、「限度額適用認定証」をご存知ですか？

　入院・外来診療で高額な医療費を負担する予定のある方は、医療機関へ支払う自己負担額（保険外を除く）を一定

額までの支払いで済ませることができる限度額適用認定が受けられます。また、住民税非課税世帯の方はあわせて入

院時の食事代（標準負担額）の減額認定が受けられます。

　※どちらも事前申請が必要で、該当者には認定証を交付します。

　対象の方は、次のとおりです。

　「限度額適用・標準負担額減額認定証」   住民税非課税世帯・国保税滞納なし

　「限度額適用認定証」   住民税課税世帯・国保税滞納なし

　「標準負担額減額認定証」   住民税非課税世帯

＊ 70～74歳で住民税課税世帯の方は、被保険者証と高齢受給者証を医療機関に提示することで、自己負担限度額ま

での支払となりますので、「限度額適用認定証」の申請は必要ありません。

＊認定証は、申請された月の初日から有効となります。

＊制度の内容等、詳細につきましてはお問い合わせください。

国民健康保険及び後期高齢者医療に加入のみなさまへ国民健康保険及び後期高齢者医療に加入のみなさまへ

70歳以上の方の自己負担限度額が改正になりました。70歳以上の方の自己負担限度額が改正になりました。

　医療費の自己負担が高額になったとき、高額療養費として支給される自己負担額の上限額が改正になりました。

平成29年７月まで 平成29年８月から

適用区分 外　来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

外　来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

現
役
並
み

課税所得
145万円以上の方

44,400円

80,100円＋（医療費
－267,000円）×１％

〈多数回該当〉
44,400円　※２

57,600円

80,100円＋（医療費
－267,000円）×１％

〈多数回該当〉
44,400円　※２

一　
　

般

課税所得
145万円未満の方（※１）

12,000円 44,400円
14,000円

〈年間上限〉
144,000円

57,600円
〈多数回該当〉
44,400円　※２

住
民
税
非
課
税

Ⅱ住民税非課税世帯

8,000円

24,600円

8,000円

24,600円

Ⅰ住民税非課税世帯
（年金収入80万円以下など）

15,000円 15,000円

※１　 世帯収入の合計額が520万円未満（１人世帯の場合は383万円未満）の場合や、「旧ただし書所得（総所得か

ら基礎控除33万円を差し引いた額）」の合計額が210万円以下の場合も含みます。

※２　過去12か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から多数回該当となり、上限額が下がります。

お問い合わせ先 　保健課　医療保険班　☎0866－54－1326
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Information from office

交通事故などで国保を使う場合は必ず届出をしてください！

「第三者行為による傷病届」の提出について「第三者行為による傷病届」の提出について

　交通事故や犬に咬まれてケガをした場合、飲食店での食事が原因で食中毒を起こした場合など、自分以外の第三者

の行為が原因のケガや病気の治療費は、加害者が負担するべきものです。

　これらの場合に、国保を使って医療機関を受診することができますが、国保を使って治療した場合は、必ず「第三

者行為による傷病届」を保健課に提出してください。

　この傷病届は、後日国保がご本人に代わって加害者や加害者側の損害保険会社などに､ 国保が立て替えている治療

費を請求するために必要な届出で保健課窓口にあります。（示談についても国保へご連絡ください。）

　※ 第三者の行為が原因のケガや病気の治療で国保を使用したにも関わらず「傷病届」が提出されない場合は、皆さ

んに納付していただく保険税で本来負担する必要がない費用を負担することになってしまいます。

　　必ず届出をお願いします。

国保からの傷病原因のお尋ねについて国保からの傷病原因のお尋ねについて

　町では、国保を使って治療をした場合

　１．第三者行為によるケガや病気ではないのか

　２．仕事中や通勤途中のケガではないのか

　などを判断するため、ケガや病気の原因を文書でお尋ねさせていただくことがあります。

　大変お手数をおかけしますが、お尋ねがあった時は必ずご回答くださるようお願いいたします。

お問い合わせ先 　保健課　医療保険班　☎0866－54－1326

幼稚園・保育園の利用者負担額（保育料）が変更になりました

１．幼児教育の段階的無償化の推進について

　　（特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額条例の一部改正）

　①要　　旨： 国が進める幼児教育の段階的無償化の推進に加え、町独自で更に充実した幼児教育の無償化を実施し、

子育て世帯の費用負担の軽減を図るもの

　②改正概要

　　○３歳以上児の幼児教育費の完全無償化（町独自施策）

　　　　　　　幼稚園利用者負担額： 4,500円／月　→　    0円／月

　　　　　　　保育園利用者負担額：13,000円／月　→　8,500円／月

　　○国の政策に準拠し段階的無償化の推進（上乗せ施策）

　　　　　　　保育園利用者負担額

　　　　　　　　第２階層（第２子）：半額／月　→　０円／月

　　　　　　　　第３・４階層（母子世帯等第１子）：半額／月

　　　　　　　　　　　　　→非課税世帯並／月　（２号：4,200円／月、３号：6,300円／月）

　　　　　　　　＊多子世帯における第２子は半額、第３子以降は０円現状のとおり。

　③適　　用：平成29年４月より

お問い合わせ先 　子育て推進課　子育て推進班　☎0866－54－1328
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役場からのお知らせ

吉備中央町育英資金〈奨学金〉奨学生募集（下半期）

　吉備中央町では、勉学意欲がありながら経済的理由により修学困難な高校生、大学生等に対して、無利子

で奨学金の貸付を行っています。貸付終了後は貸付額を全額返還していただくこととなります。希望される

方はお申し込みください。今回の募集で貸付が決定した方は、10月分からの貸付となります。

 高等学校等［高等学校、特別支援学校の高等部］

 　学　費　　月額20,000円

 　通学費　　月額15,000円

 その他の学校［大学（大学院を除く）、短期大学、高等専門学校、

 　　　　　　　専修学校（高等専修学校及び専門学校）］

 　学　費　　月額30,000円

 教育委員会　教育総務班

  平成29年９月１日㈮～９月20日㈬〈必着〉

 奨学金貸付申請書、在学校長が証明した成績証明書、在学証明書、世帯全員の住民票

 世帯全員の所得証明書、通学費貸付希望の場合は、公共交通機関が発行する定期券等のコピー

※ 申請書様式は、吉備中央町公式ホームページからダウンロードできます。また、教育委員会、住民課、加

茂川総合事務所、各支所、出張所、総合福祉センターにも準備しております。

※ 申請には２人以上の連帯保証人が必要です。連帯保証人は親権者等を除く方で、原則として吉備中央町に

住所を有し、連帯保証人それぞれが別の世帯の方としてください。やむを得ず町外在住者となる場合は、

所得証明書を添付してください。貸付が決定した方には奨学金貸付決定通知書をお送りします。通知を受

けた日から15日以内に本人、親権者等、連帯保証人が連署した誓約書と親権者等、連帯保証人の印鑑登録

証明書を提出していただきます。

この育英資金は皆様からのご寄附によって運営しています。会計管理室、加茂川総合事務所、
各支所、出張所、総合福祉センターで随時、ご寄附を受け付けています。

お問い合わせ先 　教育委員会　教育総務班　☎0866－56－9191

貸 付 額貸 付 額

申 込 先申 込 先

必要書類必要書類

受付期間受付期間

吉備中央町在住の方の奨学金償還免除制度のお知らせ

　奨学金の償還期間中に「町税等の滞納がなく、吉備中央町に住所を有して、現実に居住実態がある」

という条件を満たす場合に償還が免除されます。この制度は平成28年10月から施行されています。た

だし、高等学校等で貸付けた通学費は免除対象外です。

　これには「奨学金償還免除願」「住民票」「居住証明書」の提出が必要です。対象者の方には事務局

から書類を郵送します。

※ 「居住証明書」とは、自治会長または民生児童委員の方に居住していることを証明していただく書類

です。

お問い合わせ先 　教育委員会　教育総務班　☎0866－56－9191
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Information from office

　中国横断自動車道岡山米子線の一層の利用促進と全線４車線化の早期実現に向けた機運を盛り上げるため、

スタンプラリーを実施しています。

期　　間  平成29年12月17日㈰まで

内　　容   対象のSA、PAと関係市町村の観光施設において、応募用紙にスタンプを押し、82円分の切手

を貼って「岡山県土木部道路建設課」あてに郵送してください。抽選の上、当選者には地域の

特産品等をお送りします。詳しくは、企画課総合政策班へお問い合わせください。

応募締切  【第１回】 ９月29日㈮必着　　【第２回】12月22日㈮必着

 ※応募締切に合わせて抽選は２回に分けて行いますが、１人１回のみ抽選対象となります。

 主催：岡山県・中国横断自動車道４車線化促進岡山県期成会

応募用紙は、上図のSA、PA及び施設並びに関係市町村の役場に設置しています。

※吉備中央町では、道の駅かよう、道の駅かもがわ円城、賀陽庁舎、加茂川庁舎、吉川支所に応募用紙を設置しています。

お問い合わせ先 　企画課　総合政策班　☎0866－54－1314

岡山米子線を
利用して

岡山米子線を
利用して

スタンプラリ
ーをしよう！

スタンプラリ
ーをしよう！

岡山米子線

で地域の特産品をプレゼント！

ぶらりおでかけぶらりおでかけ

スタンプラリースタンプラリー
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＊９月の課題は「飲む」、10月の課題は「着る」です。

　投句の方法…はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて

　下加茂1106－9　津賀公民館放送川柳係までお送りください。

　投句締め切り日…毎月15日必着

＊ 町内皆さまのご参加をお待ちして

います。

　 毎月第３木曜日に円城公民館（総

合福祉センター）へ５首までを持

参。合評・互選などをしています。

あ
ら
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）
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29
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７
月
秀
句
　
題
「
鳥
」 

（
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公
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館
）

今月の公民館主催行事をお知らせいたします。

※詳しくは各公民館へお問い合わせください。公民館コーナー公民館コーナー
開催期日 公民館 行　事　名 時間・会場・内容等

９月１日㈮ 大　和 正しい歩き方教室 午後７時～　室内シューズ　参加費500円

９月１日㈮ 上竹荘 ストレッチ体操教室 午前10時～　参加費300円

９月９日㈯ 上竹荘 趣味講座　ミニ幸喜雛作り 午後０時30分～　参加費1500円　要申込

９月11日㈪ 吉　川 ３時のおちゃにきてください！ 午後１時～　ゆる体操・ピアノ鑑賞　参加費100円　要申込

９月15日㈮ 大　和 正しい歩き方教室 午後７時～　室内シューズ　参加費500円

９月16日㈯ 御　北 御北地区民運動会 午後１時～　御北小学校運動場（雨天順延）

９月23日㈯ 御　北 公民館グラウンドゴルフ大会 午前８時45分開会　御北小学校運動場　要申込

９月24日㈰ 吉　川 吉川地区球技大会 午前９時～　（ソフトボール・トリムバレーボール・グラウンドゴルフ）

９月24日㈰ 豊　野 豊野地区グラウンドゴルフ大会 午前９時～　小学生から参加可　参加無料

９月24日㈰ 上竹荘 上竹地区球技大会 午前９時～　大村グラウンド（雨天決行）

９月28日㈭ 吉　川 総合避難訓練（防災研修） 午前９時～午前11時

９月28日㈭ 豊　野 豊野笑顔のつどい ～ミニ～ 午前10時～　転倒予防体操、会食他　申込〆８/31

９月29日㈮ 大　和 正しい歩き方教室 午後７時～　室内シューズ　参加費500円

９月29日㈮ 下竹荘 男性料理教室 午前10時～　エプロン、三角巾、300円　申込〆９/22

９月30日㈯・10月１日㈰ 豊　野 秋の草木展 午前８時30分～午後５時　最終日は午後４時まで

津賀公民館　　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1555　　御北公民館　☎0867－35－0550

上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194

下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974
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出会いの出会いの

扉扉

新着 図書案内

『はじめての五七五　俳句・川柳』
 上野 貴子　江畑 哲男／監修　メイツ出版  ㋺

川柳を考えるのが好きだけど、今まで決まり

事や作り方の本を読んだ事がなかった。こ

の本を読んで、川柳って何でもあり！と再認

識した。特に決まりがないけど、コツを覚え

たらどんどん閃く！自分が思った事に少しユ

ニークを付け足したら、完成！吉備中央町の

かるたを製作するために、ただ今、町内の

自慢川柳を大募集中！ぜひ応募してみてね。

『おもしろい！ 進化のふしぎ ざんねんないきもの事典』
 今泉 忠明／監修　高橋書店  か

『カメムシは、自分のにおいがくさすぎ

て気絶する』『カツオはこうふんすると

シマシマの向きが変わる』…どんどん進

化していくはずなのに、なぜかざんねん

ないきものがいっぱい。つい誰かに話し

たくなる豆知識がたくさん載っている

よ。どのページから読んでも楽しい。み

んなはいくつ知っているかな？

お
す
す
め
本

 

紹
介
者
・
石
田
真
紀
子

９月の休館日 かもがわ図書館 ☎ 0867－34－1115

  0867－34－1124

ロマン⾼原かよう図書館 ☎ 0866－54－1331

  0866－54－1311

 4日　11日

17日　18日

23日　25日

図
書

館だより 2017 年９
月

号

「ガラス工芸の旅」「ガラス工芸の旅」
講　座 　10/３10/３㈫㈫　10：00～12：00

 「ガラス工芸の旅〜古代から現代へ」

 講　師：磯谷晴弘氏（吉備中央町在住）

 　　　　ガラス工芸作家・倉敷芸術科学大学教授

 場　所：ロマン高原かよう総合会館　女性青年活動室

見　学 　10/1010/10㈫㈫　8：30～16：30

 ●倉敷芸術科学大学　ガラス実習棟　吹きガラス見学

 ●加計美術館、倉敷美観地区散策

 集　合：ロマン高原かよう総合会館　駐車場へ８：30

 参加費：1500円　昼食代として当日集金させていただきます。

お申し込み 　先着30名

 ※両日通しての参加を募集します。一日のみの参加希望の方は、ご相談ください。

かもがわ図書館 ロマン高原かよう図書館

書　　名 著者・出版社 書　　名 著者・出版社

絵　
　
　

本

おじいちゃんとパン

だれといっしょにいこうかな？

おおかみだあ！

たな／パイインターナショナル

和歌山静子／童心社

ヴァンサン･ブルジョ／ポプラ社

いま、なんさい？

ちゅうちゅうたこかいな

ぬけすずめ

ひがしちから／ＢＬ出版

新井洋行／講談社

nakaban／あかね書房

児　

童　

書

戦国の合戦と武将の絵事典

くらべた・しらべた ひみつのゴキブリ図鑑

きつねみちは天のみち

高橋伸幸／成美堂出版

盛口　満／岩崎書店

あまんきみこ／童心社

見つけよう！ぼくの、わたしの、座右の銘

マジックツリーハウス アーサー王と黄金のドラゴン

子どもの手芸レッスンBOOK

教育画劇

メアリー･ポープ･オズボーン／KADOKAWA

松村　忍／朝日新聞出版

一
般
実
用
書

生涯投資家

なんとめでたいご臨終
天才棋士降臨・藤井聡太 炎の七番勝負と
連勝記録の衝撃

村上世彰／文藝春秋

小笠原文雄／小学館

書籍編集部／マイナビ出版

まんが中国名言故事

ドラキュラ女子のための貧血ケア手帖

しゃがむ力 スクワットで足腰がよみがえる

譚小勇／潮出版社

濱木珠恵／主婦の友社

中村考宏／晶文社

一
般
読
み
物

ジョンマン 6 順風編

龍が哭く

ヒロのちつじょ

山本一力／講談社

秋山香乃／PHP研究所

佐藤美紗代／太郎次郎社エディタス

声なき叫び

パーマネント神喜劇

拝み屋異聞 うつろい百物語

小杉健治／双葉社

万城目学／新潮社

郷内心瞳／イカロス出版

※ ※ どちらの活動についても、図書館・どちらの活動についても、図書館・
教育委員会・各公民館にチラシをお教育委員会・各公民館にチラシをお
いています。いています。

吉備中央町のかるたを作ろう吉備中央町のかるたを作ろう

川柳大募集川柳大募集
テーマ：テーマ：私たちが誇る吉備中

央町の偉人、特産物、観光地、

文化財など
※詳しくはチラシをごらんください。

あ
な
た
の

一
句
を

お
寄
せ

く
だ
さ
い
！
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ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
三
人
姉
妹
の
真
ん
中
で
、

お
ね
え
さ
ん
と
い
も
う
と
が
い
ま
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
が
ん
ば
り
屋
で
、
毎
日

毎
日
田
ん
ぼ
や
畑
に
行
っ
て
は
、
草
刈
り
を
し
た
り
家

族
が
食
べ
る
野
菜
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
夏
は
暑

い
け
ど
、
秋
の
い
ね
か
り
に
コ
ン
バ
イ
ン
が
入
り
や
す

い
よ
う
に
、
汗
び
し
ょ
び
し
ょ
に
な
り
な
が
ら
も
、
一

人
で
一
日
中
、
田
ん
ぼ
の
草
か
り
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。

　

ぼ
く
も
、
時
々
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
畑
に
草
が
い
っ
ぱ
い
生
え
て
い
た
ら
、
い
っ
し
ょ

に
た
が
や
し
て
あ
げ
ま
す
。
ぼ
く
は
、
半
日
し
た
だ
け

で
く
た
く
た
だ
け
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
草
か
り
な

ど
の
力
が
い
る
仕
事
を
一
日
中
し
て
い
る
の
で
、
ぼ
く

は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
こ
ん
な
に
し
ん
ど
い
仕
事
を
し

て
も
あ
ま
り
休
け
い
を
し
ま
せ
ん
。
ぼ
く
は
、だ
い
じ
ょ

う
ぶ
か
な
あ
、
と
心
配
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
ぼ
く

は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、

「
買
い
物
行
こ
う
や
あ
。」

「
し
い
ち
ゃ
ん
ち
に
行
こ
う
や
あ
。」

と
さ
そ
い
ま
す
。
し
い
ち
ゃ
ん
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

お
姉
ち
ゃ
ん
で
す
。
時
々
ぼ
く
が
し
い
ち
ゃ
ん
ち
に

泊
っ
た
り
す
る
の
で
、
ぼ
く
に
友
達
の
よ
う
に
仲
よ
く

し
て
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
は
、
し
い
ち
ゃ
ん
の
う
ち
に
泊

る
の
が
大
好
き
な
の
で
、
よ
く
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
さ

そ
っ
て
行
き
ま
す
。
し
い
ち
ゃ
ん
は
、
ご
主
人
が
亡
く

な
っ
て
一
人
で
く
ら
し
て
い
る
の
で
、
時
々
心
配
に

な
っ
て
、
し
い
ち
ゃ
ん
の
家
に
泊
り
に
行
く
の
で
す
。

ぼ
く
が
泊
ま
り
に
行
く
と
き
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
妹
の

い
く
ち
ゃ
ん
も
さ
そ
っ
て
行
き
、
四
人
で
い
ろ
い
ろ
な

話
を
し
ま
す
。
そ
れ
が
友
達
の
集
ま
り
み
た
い
で
、
と

て
も
楽
し
い
の
で
す
。

　

ぼ
く
は
し
い
ち
ゃ
ん
の
家
の
お
ふ
ろ
も
大
好
き
で

す
。
ぼ
く
の
家
の
お
ふ
ろ
よ
り
も
広
い
か
ら
、
ゆ
っ
く

り
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
全
体
も
広
い
の
で
一
人

で
く
ら
し
て
い
て
さ
び
し
く
な
い
の
か
な
、
と
ぼ
く
は

い
つ
も
思
い
ま
す
。

　

し
い
ち
ゃ
ん
は
、
人
が
来
た
と
き
は
い
つ
も
笑
顔
な

の
で
、
や
っ
ぱ
り
み
ん
な
が
い
た
方
が
楽
し
い
の
か
な
、

と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
笑
顔
の
し
い
ち
ゃ
ん
を
見
る

と
い
つ
も
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
笑
顔
っ
て
大
切
だ
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。

　

し
い
ち
ゃ
ん
ち
に
行
く
と
き
は
、
必
ず
し
い
ち
ゃ
ん

の
大
好
き
な
ピ
ザ
を
買
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を
い
っ

し
ょ
に
食
べ
な
が
ら
話
を
す
る
の
が
、
一
番
の
幸
せ
な

時
間
だ
な
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

話
す
と
、
し
い
ち
ゃ
ん
は
、「
気
を
つ
け
ら
れ
え
よ
。」

と
か
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
は
、
と
っ
て
も
う
れ
し

い
で
す
。

　

今
年
の
夏
は
暑
い
の
で
、
し
い
ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
も
、
体
に
気
を
つ
け
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

岡
山
県  

「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
28

年
度
）
今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、

 

藤
川
幹
大
さ
ん
の
「
ぼ
く
の
年
上
の
友
達
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「ぼくの年上の友達」

御北小学校６年

藤川　幹大さん
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地域おこし協力隊便り
Vol.

29

「KIBICHUO SONG PROJECT」
　モザイクアートプロジェクト

と同じく今年の４月から始めた

「KIBICHUO SONG PROJECT」。

素人ながら作詞作曲をして、現

在５曲の唄ができました。その

唄は観光名所や特産品の名前を

ただ並べたものではなく、この

町にいる誰かの心に響いてくれ

たらと想いながら１つ１つ、歌

詞やメロディーを作っていま

す。今回はその５つの曲のうち、

１曲のフレーズを皆さんにお届

けしたいと思います。「アオソラ」

という唄は僕が吉備中央町で感

じたことを唄にしました。

写真撮影用のオリジナルパネルも写真撮影用のオリジナルパネルも

作りました！作りました！

KIBI CHUO MARCE 焼き菓子フェアKIBI CHUO MARCE 焼き菓子フェア

日時：９月10日（日） 午前８：00〜11：00

場所：きびプラザ駐車場

次のマルシェお知らせ次のマルシェお知らせ

日曜の朝、焼き菓子をパクパク食べながら

ワイワイと集まりませんか？
７月開催にご来場いただいたお客様７月開催にご来場いただいたお客様

モザイクアートプロジェクト
　テレビせとうちの深夜番組「ロケットぱぁんち」に出

演させていただき、僕のプロジェクトや吉備中央町の紹

介をしていただきました！ 僕のチャレンジが、町のPRに

繋がる１つになり、とても嬉しいです。また、取材先の「吉

備の国　野菜村」の方や佐竹アナウンサー（写真中）とも

写真を撮らせていただきました。そして７月16日時点で

約3000人の方の笑顔を撮ることができました。まだまだ

先は長いですが、諦めずに前を向いて頑張ります！
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町以外からの

お知らせ

募
集
し
ま
す
！
陸
海
空
自
衛
官

募
集
し
ま
す
！
陸
海
空
自
衛
官

　

防
衛
省
で
は
陸
海
空
自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
募
集
種
目

　

①
自
衛
官
候
補
生
②
一
般
曹
候
補
生

　

③
航
空
学
生（
海
上
要
員
、航
空
要
員
）

●
受
験
資
格

　

①
②
18
歳
以
上
27
歳
未
満

　

③
18
歳
以
上
23
歳
未
満
（
海
上
要
員
）

　
　

 

18
歳
以
上
21
歳
未
満
（
航
空
要
員
）

の
高
卒
（
見
込
含
）

●
受
付
期
間

　

9
月
8
日
㈮
ま
で

　

 

①
は
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま

す
。

●
試
験
日

　

 

各
種
目
毎
に
設
定
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

　

高
梁
地
域
事
務
所

 

☎
０
８
６
６

−

２
２

−

２
３
１
４

司
法
書
士
に
よ
る
「
あ
き
ら
め
な
い

司
法
書
士
に
よ
る
「
あ
き
ら
め
な
い

でで  

全
国
一
斉
養
育
費
相
談
会
～
子

全
国
一
斉
養
育
費
相
談
会
～
子

ど
も
の
か
け
が
え
の
な
い
今
と
、
未

ど
も
の
か
け
が
え
の
な
い
今
と
、
未

来
の
た
め
に
～
」
開
催
の
お
知
ら
せ

来
の
た
め
に
～
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
全

国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、
養
育

費
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
日　
　

時

　

平
成
29
年
９
月
２
日
㈯

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
電
話
番
号

 

０
１
２
０

−
５
６
７

−

３
０
１

 

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※ 

相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

 

☎
０
８
６
６

−

２
２

−

７
９
０
６

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休

日
相
談
所
（
岡
山
地
方
法

日
相
談
所
（
岡
山
地
方
法

務
局
）
」
を
開
設
し
ま
す

務
局
）
」
を
開
設
し
ま
す

　

秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

●
開

設

日　

平
成
29
年
10
月
１
日
㈰

●
開
設
時
間

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

●
会　
　

場

　

岡
山
市
北
区
南
方
一
丁
目
３
番
58
号

　

岡
山
地
方
法
務
局

●
相
談
内
容

　

 

土
地
・
建
物
・
会
社
・
法
人
な
ど
の

登
記
相
談
、
土
地
の
境
界
問
題
、
遺

言
・
相
続
に
関
す
る
も
の
、
い
じ
め
・

Ｄ
Ｖ
・
差
別
・
虐
待
等
の
人
権
問
題

に
関
す
る
も
の
な
ど

●
相
談
担
当
者

　

 

法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
及
び
人
権
擁
護
委
員

【
予
約
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
地
方
法
務
局
総
務
課

 

☎
０
８
６

−

２
２
４

−

５
６
５
６

 

（
プ
ッ
シ
ュ
番
号
４
番
）

　

予
約
受
付
時
間

　
　

９
時
か
ら
17
時
ま
で

 

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※ 

９
月
27
日
㈬
ま
で
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

岡
山
後
楽
園

岡
山
後
楽
園  

名
月
観
賞
会

名
月
観
賞
会

　

毎
年
「
中
秋
の
名
月
」
に
あ
た
る
旧

暦
８
月
15
日
に
開
催
し
て
い
る
後
楽
園

の
『
名
月
観
賞
会
』。
昭
和
31
年
か
ら

続
く
恒
例
行
事
で
、
今
年
は
10
月
４
日

に
な
り
ま
す
。

か
つ
て
お
殿
様

が
月
見
を
し
た

と
い
わ
れ
る
延

養
亭
の
前
の
芝

生
を
開
放
し
、

開
園
時
間
を
午
後
９
時
30
分
ま
で
延
長

し
て
月
見
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま

す
。

　

岡
山
後
楽
園
は
市
街
地
に
あ
り
な
が

ら
、
操
山
の
稜
線
か
ら
登
る
満
月
を
何

に
も
さ
え
ぎ
ら
れ
る
こ
と
な
く
眺
め
ら

れ
る
、
月
見
の
名
所
な
の
で
す
。
煌
々

と
輝
く
丸
い
大
き
な
月
は
沢
の
池
に
も

影
を
落
と
し
、
そ
の
光
景
は
江
戸
時
代

の
風
情
さ
な
が
ら
の
う
っ
と
り
す
る
美

し
さ
で
す
。

　

す
す
き
と
月
見
だ
ん
ご
を
飾
り
、
琴

や
尺
八
の
演
奏
に
耳
を
傾
け
、
月
を
愛

で
る
。
情
趣
あ
ふ
れ
る
贅
沢
な
秋
の
夜

長
を
、
後
楽
園
で
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

●
日　
　

程　

平
成
29
年
10
月
４
日
㈬

●
開
園
時
間

　

午
後
９
時
30
分
ま
で
延
長

　

（
入
園
は
午
後
９
時
ま
で
）

●
入

園

料

　

 

大
人
４
０
０
円
、
65
歳
以
上
１
４
０
円
、

高
校
生
以
下
無
料

●
駐
車
料
金

　

１
時
間
毎
１
０
０
円

　

バ
ス
１
回
あ
た
り
６
１
０
円

※ 

イ
ベ
ン
ト
は
天
候
な
ど
に
よ
っ
て
変

更
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。   

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
後
楽
園

 

☎
０
８
６

−

２
７
２

−

１
１
４
８

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

h
ttp

://w
w

w
.ok
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a-k
orak

u
en

.jp
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Information

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
時
の

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
時
の

情
報
伝
達
の
仕
組
み
と
落

情
報
伝
達
の
仕
組
み
と
落

下
時
の
行
動
に
つ
い
て

下
時
の
行
動
に
つ
い
て

　

北
朝
鮮
情
勢
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
く

緊
迫
し
て
い
ま
す
。
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、

発
射
か
ら
わ
ず
か
10
分
も
し
な
い
う
ち

に
我
が
国
に
到
達
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ミ
サ
イ
ル
が
県
内
に
落
下
す
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
国
か
ら
の
緊

急
情
報
を
瞬
時
に
伝
え
る
「
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
」
を
活
用
し
て
、
防
災
行
政
無
線
で

特
別
な
サ
イ
レ
ン
音
と
と
も
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
流
す
ほ
か
、
緊
急
速
報
メ
ー

ル
等
に
よ
り
緊
急
情
報
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
た
場
合
に
は
、

落
ち
着
い
て
、
直
ち
に
次
の
行
動
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
屋
外
に
い
る
場
合
】

　

で
き
る
限
り
頑
丈
な
建
物
や
地
下
に

避
難
す
る
。

【
建
物
が
な
い
場
合
】

　

物
陰
に
身
を
隠
す
か
、
地
面
に
伏
せ

て
頭
部
を
守
る
。

【
屋
内
に
い
る
場
合
】 

　

窓
か
ら
離
れ
る
か
、
窓
の
な
い
部
屋

へ
移
動
す
る
。

　

な
お
、
さ
ら
に
詳
し
い
情
報
は
、「
国

民
保
護
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

h
ttp

://w
w

w
.k

ok
u
m

in
h
og

o.g
o.jp

/

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
庁
危
機
管
理
課

 

☎
０
８
６

−

２
２
６

−

７
３
８
５

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
書

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
書

き
込
み
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う

き
込
み
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
に

伴
い
、
手
軽
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
得

ら
れ
る
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
は
大
変

便
利
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
そ
の

匿
名
性
や
情
報
発
信
の
容
易
さ
を
悪
用

し
て
、
一
部
の
心
な
い
利
用
者
に
よ
る

個
人
の
名
誉
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
、
い
じ
め
や
差
別
を
助
長
す
る
内
容

の
書
き
込
み
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
書
き
込
み
は
、
憲
法
で
保

障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
を
著
し
く
侵
す

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
憤
り

を
感
じ
た
り
、
傷
付
い
た
り
、
悲
し
ん

だ
り
す
る
人
が
い
る
こ
と
を
十
分
に
理

解
し
、
利
用
者
一
人
ひ
と
り
が
モ
ラ
ル

を
守
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
正
し
く

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
庁
人
権
施
策
推
進
課

 

☎
０
８
６

−

２
２
６

−

７
４
０
６

岡
山
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援

岡
山
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援

セ
ン
タ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

セ
ン
タ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

岡
山
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
保
育
士
の
資
格
を
お
持
ち

の
方
で
保
育
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

の
就
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
育
士
と
し
て
働
き
た
い
方
に
登
録

を
し
て
い
た
だ
き
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

県
内
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、
専
門

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
就
職
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
職
場
復
帰
に

向
け
た
実
習
体
験
、
研
修
会
な
ど
を
ご

案
内
し
ま
す
。
ま
た
、
現
職
の
保
育
士

の
方
や
、
保
育
士
資
格
取
得
を
目
指
す

方
な
ど
か
ら
の
ご
相
談
に
も
お
応
え
し

ま
す
。

　

現
在
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
短
時
間
の
託
児
の

お
仕
事
を
し
て
い
た
だ
く
「
有
償
託
児

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

交
通
費
込
み
で
、
時
給
１
，
２
０
０
円

を
お
支
払
い
し
ま
す
。
保
育
士
資
格
を

お
持
ち
の
方
で
、「
保
育
現
場
へ
の
復

職
の
き
っ
か
け
に
し
た
い
」「
短
時
間

の
仕
事
な
ら
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う

方
は
、
ぜ
ひ
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
、
有
償
託
児
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
つ
い
て
は
、
岡
山

県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
保
健
福
祉
部
子
ど
も
未
来
課
内
）

 

☎
０
８
６

−

２
２
６

−

７
３
５
０

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w

w
.pref.okayam

a.jp/site/357/

職
場
で
の
労
働
関
係
の

職
場
で
の
労
働
関
係
の  

ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
相
談
や

ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
相
談
や

あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す

あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す

　

岡
山
県
労
働
委
員
会
で
は
、
県
内
の

事
業
所
に
勤
務
す
る
労
働
者
と
使
用
者

と
の
間
に
生
じ
た
労
働
条
件
な
ど
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
（
紛
争
）
に
つ
い
て
、

専
門
家
が
公
正
・
中
立
な
立
場
か
ら
紛

争
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
と
使
用
者
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
は
、
当
事
者
同
士
で
自
主
的

に
解
決
す
る
の
が
最
も
望
ま
し
い
こ
と

で
す
が
、
自
主
的
な
解
決
が
困
難
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
労
働
者
が
使
用
者
か
ら
、

突
然
、
解
雇
を
通
告
さ
れ
た
り
、
賃
下

げ
、
配
置
転
換
な
ど
を
受
け
、
労
働
者

と
使
用
者
が
対
立
し
て
い
る
よ
う
な
場

合
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
事
務
局
に
ご

相
談
い
た
だ
け
ば
、
相
談
内
容
に
よ
っ

て
、
公
益
委
員
、
労
働
者
委
員
、
使
用

者
委
員
が
、
３
人
一
組
で
あ
っ
せ
ん
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
無
料
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
労
働
問
題
全
般
の
相
談
も
、

随
時
お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
電
話

ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局

 

☎
０
８
６

−

２
２
６

−

７
５
６
３

23 2017.９月号　広報 



　◆ 期　間　◆ 期　間　　９月30日㈯～10月15日㈰

　◆ ところ　◆ ところ　　下石井公園、岡山シンフォニーホール、JR岡山駅前広場ほか

　◆ 主　催　◆ 主　催　　岡山市、おかやま国際音楽祭実行委員会、（公財）岡山市スポーツ・文化振興財団

　多彩なジャンルで誰もが楽しめる秋の一大音楽イベントが、今年も始まります！音楽祭期間中の３連休には、ケイコ・リー、JAY’ED、

Sonar Pocket、クリス・ハートなどによる野外無料コンサート「下石井3DAYS」を開催！皆さまと音楽の楽しみを共有出来るようなイベン

トを開催し、岡山の秋の街を盛り上げます。

※他にも無料イベントや多彩なコンサートを開催。詳しくは総合パンフレット、ホームページをご覧ください。

おかやま国際音楽祭実行委員会事務局（岡山市スポーツ・文化振興財団内） ☎086－232－7811　  086－234－1205
文化振興課 ☎086－803－1054　  086－803－1763
ホームページ　http://www.city.okayama.jp/oimf/

Info.Info.

10/７㈯～10/９（月・祝）

下石井3DAYS［荒天中止］　

場  所 　下石井公園

秋空の下、３日間の大型野外コンサート

水と緑があふれる下石井公園、西川緑道公園一帯が音楽に染まる３日間！

７日は、ジャズ。極上のジャズサウンドを幅広い世代の方々に提供します。８

日は、ファミリーで気軽に楽しめる、HARMONY FESTIVAL。最終日９日は、

いまを時めく人気４アーティストによる、情熱のライブ。７日は公園内にバー

が開店！８日・９日は多国籍料理の味わえるワールド屋台が出現！市街地の空

の下で、あなたも音楽を満喫しませんか。

●●７日㈯　17：00

 ジャズ・アンダー・ザ・スカイ vol. 6

 出演　ケイコ・リー、TOKU、SHANTI

●●８日㈰　17：00

 HARMONY FESTIVAL

 出演　JAY’ED、傳田真央、

 　　　Lugz&Jera　ほか

●●９日（月・祝）16：00

 Music Live Square

 出演　Sonar Pocket、クリス・ハート、

 　　　村上佳佑、Curtaincalls　ほか

無 料

みなさんからお便り・みなさんからお便り・

イラスト・写真をイラスト・写真を

お待ちしています。お待ちしています。

みんなのみんなの

ページページ

おめでとう
満１歳

大食いなきこちゃん。これからも

お兄ちゃん、お姉ちゃんと仲良く

すくすく元気に大きくなってね！！

● 平成28年９月11日生まれ
杉杉す

ぎ

た

す

ぎ

た田田    
來來き

こ

き

こ子子  
ち
ゃ
ん
（
杉
谷
）

ち
ゃ
ん
（
杉
谷
）

～ 音 楽 に 染 ま る 岡 山　こ の 街 が 好 き ～

これからも優しく元気な女

の子にスクスク育って

ね！！

● 平成28年９月23日生まれ
山山

や

ま

も

と

や

ま

も

と本本    

　　
夏夏

な

つ

な

つ  

ち
ゃ
ん
（
下
土
井
）

ち
ゃ
ん
（
下
土
井
）

いつも満面の笑みで家族を癒して

くれてありがとう。これからも兄

弟仲良くスクスク大きくなってね。

● 平成28年９月16日生まれ
菱菱

ひ

し

か

わ

ひ

し

か

わ川川    
堅堅

け

ん

し

ん

け

ん

し

ん心心  
ち
ゃ
ん
（
下
加
茂
）

ち
ゃ
ん
（
下
加
茂
）

Happy
 Birthday!
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牧
場
を
開
業
し
た
い 　
　

●
移
住
前
の
仕
事

　

群
馬
県
や
兵
庫
県
の
競
馬
場

で
、
競
走
馬
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
食
事
管
理
と
い
っ
た
身
の
回

り
の
世
話
を
す
る
厩
務
員
を
し

て
い
ま
し
た
。

●
移
住
を
決
め
た
き
っ
か
け

　

馬
に
携
わ
る
仕
事
を
続
け
て

い
く
中
で
「
牧
場
を
開
業
し
た

い
」
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
開
業
す
る

に
は
、
平
坦
で
広
い
土
地
が
必
要
で
、
約
３
年
か
け

て
牧
場
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を
探
し
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
、
知
人
の
紹
介
で
吉
備
中
央
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
私
の
理
想
に
合
っ
た
土
地
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
、
こ
こ
で
牧
場
を
開
こ
う
と
決
断
し
ま
し

た
。

●
今
後
、
取
り
組
ん
で
み
た
い
こ
と

　

幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
へ
馬
を
運
び
、
子
ど

も
た
ち
が
馬
に
乗
っ
た
り
、
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

そ
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
馬
に
興

味
を
持
ち
、
馬
の
仕
事
を
し
て
み
た
い
と
少
し
で
も

思
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

●
移
住
を
考
え
ら
れ
て
い
る
方
へ
…

　

吉
備
中
央
町
は
、
熱
意
を
持
っ
て
受
け
入
れ
て
く

れ
る
場
所
。
ま
ず
は
、
吉
備
中
央
町
に
一
度
来
て
い

た
だ
き
、
相
談
を
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
い
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

まちと

つながる

森光　康裕 さん

新生活の地として、なぜこの地を選

んだのか、移住者を魅了するものは

何なのか？ 移住者のさまざまな思い

を聞きました。

Second Home❷

平成25年12月に兵庫県西脇

市から吉備中央町へ移住し

ました。現在は、家族４人

で暮らしながら牧場を経営。

引退馬の餌やりから清掃な

どのお世話をしています。

Profile

デビュー15周年を記念して全国ツアーを実施中！ 岡山

公演は５年ぶり！「もらい泣き」「ハナミズキ」で有名

な一青窈コンサートを開催します。

日　時  12月10日㈰　午後５時開演

場　所  ロマン⾼原かよう総合会館

入場料  6,500円

 ※吉備中央町観光協会員特別価格 5,500円

チケット発売日 　　10月20日㈮から

チケット取り扱い場所

　ロマン高原かよう総合会館、加茂川庁舎、井原出張所、

　吉川支所、大和支所

お問い合わせ先

　協働推進課　商工観光班　☎0866－54－1301

「一青窈 Tour 2017 ～「一青窈 Tour 2017 ～御御
お め み えお め み え

目見得目見得饗饗
きょうきょう

宴宴
え んえ ん

～」～」
開催のお知らせ
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今
月
号
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
レ
イ
ン
ボ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

の
様
子
で
す
。

　

加
賀
中
学
校
吹
奏
学
部
が
、
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
の
曲
に
合
わ
せ
元
気
の
あ

る
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

編
集
後
記

▼
気
温
が
高
く
、
蒸
し
暑
い
今
の
時

期
、
ス
ー
パ
ー
や
近
隣
の
道
の
駅
等

に
行
く
と
旬
な
夏
野
菜
や
ス
イ
カ
が

た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る
の
を
見
か
け

ま
す
。
そ
ん
な
ス
イ
カ
や
桃
、
ぶ
ど

う
と
い
っ
た
夏
の
風
物
詩
で
も
あ
る

果
物
が
我
が
家
の
食
卓
に
も
出
る
よ

う
に
な
っ
た
今
、
よ
く
耳
に
す
る
の

が
「
朝
の
果
物
は
金
」
と
い
う
言
葉
。

起
き
て
、
朝
一
、
口
に
す
る
果
物
は

健
康
や
美
容
に
良
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
情
報
を
聞
く
と
、
単

純
で
、
す
ぐ
に
試
し
た
く
な
る
私
は
、

毎
朝
、
ス
イ
カ
や
桃
と
い
っ
た
そ
の

季
節
ご
と
の
果
物
を
食
べ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
事
も
効

果
は
す
ぐ
に
は
出
な
い
の
が
現
実
で

す
。
い
つ
も
の
私
な
ら
3
日
坊
主
に

な
り
が
ち
で
す
が
、
今
年
は
夏
に
負

け
な
い
体
力
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、

購
入
し
た
腹
筋
ロ
ー
ラ
ー
を
相
棒

に
、
美
容
に
も
磨
き
を
か
け
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。 

田
淵

EVENT INFORMATIONEVENT INFORMATION

イイベンント情情報

２年ぶり！「ハートフル・コンサート in ２年ぶり！「ハートフル・コンサート in 
きびちゅうおう2017」開催のお知らせきびちゅうおう2017」開催のお知らせ

　自衛隊による「ハートフル・コンサート in きびちゅうおう 2017」が開催されま

す。陸上自衛隊第13音楽隊は、昭和37年１月に創隊され、中国５県を中心に演奏

活動を行っています。幅広い世代に親しみやすい楽曲演奏や加賀中学校吹奏楽部と

の合奏もありますので、お誘い合わせの上、ご来場ください。

開 催 日 　平成29年９月２日㈯　開場：13：00　開演：13：30

開催場所 　ロマン高原かよう総合会館　レインボーホール

入 場 料 　無料（ただし、入場整理券が必要となります。）

お問い合わせ先 　ロマン⾼原かよう総合会館　☎0866－54－1301

みんなおいでぇ 福祉まつり in 吉備中央町みんなおいでぇ 福祉まつり in 吉備中央町
～地域で暮らすということ～～地域で暮らすということ～

日　　時 　平成29年11月18日㈯　午前９時～（受付：午前８時30分）

会　　場 　ロマン高原かよう総合会館

内　　容 　表彰・基調講演・ディスカッション・展示コーナー等

主　　催 　吉備中央町  吉備中央町社会福祉協議会

 吉備中央町障害者等地域自立支援協議会

お問い合わせ先 　福祉課　障害福祉班　☎0866－54－1317

吉備高原音楽祭2017吉備高原音楽祭2017

倉敷アカデミーアンサンブルポップスコンサート倉敷アカデミーアンサンブルポップスコンサート
日　　時 　平成29年11月12日㈰　14：00開演（13：30開場）

会　　場 　ロマン高原かよう総合会館　レインボーホール

チケット 　500円（一般）　高校生以下無料　全席自由

チケット発売日 　平成29年９月１日㈮から

お問い合わせ先 　ロマン⾼原かよう総合会館　☎0866－54－1301
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第26回釣り＆つかみ取り大会TOPIC 1

　６月25日、竹谷公園で「第26回釣り＆つかみ取り大会」が開催され、町内

外から訪れた家族連れや釣り愛好者など約230名が、自然に囲まれながら魚釣

りなどを楽しみました。当日は、公園内の川や堀に約600匹のマスが放流され、

釣れそうなポイントを狙って竿を構えた参加者が次々とマスを釣り上げていま

した。魚のつかみ取りでは、子どもたちが、素早く逃げるマスをつかむと嬉し

そうに歓声をあげていました。

　また、会場内では、紙飛行機大会やマスの塩焼きなどが用意され、公園にに

ぎやかな声が響き渡っていました。

大きくなったら何になろうかな？
 「第１回やりゃ～できる！ 夢の国」開催

TOPIC 2

　７月９日、吉備高原都市さんさん広場で「第１回やりゃ～できる！ 夢の国～

今始まる桃太郎伝説～」が初めて開催され、町内外から1,200人の親子連れが

訪れました。

　会場内には、釘打ちやカンナがけの大工仕事をはじめ警察官、消防士、お花

屋さん、先生など15の職業体験ブースが設けられました。子どもたちは、この

体験を通して職業に対する興味や関心を深めるとともに、自分の将来の夢につ

いて考えていました。

　７月15日、ロマン高原かよう総合会館前でレインボーフェスティバルが開催されました。当日は、たくさんの

子ども連れの家族などが来場。加賀中学校吹奏楽部の演奏をはじめ、まほろばによるうらじゃ踊り、最後の披露

となったしんまちあきんどの野外コンサートや地元住民のバザーが催され、会場内は終始盛り上がっていました。

　最後には、倉敷天領太鼓が迫力のある和太鼓を披露。来場者は夜空に広がるきれいな花火を見ながら、夏の夜

を満喫していました。

レインボーフェスティバル ～青春18きっぷ～TOPIC 3

PHOTO
TOPICS
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22世紀の理
ふ る さ と

想郷  吉備中央町

子どもたちの笑い声があふれる　懐かしくて新しい　ふるさとの創造

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急

テレホンガイド

人口の
　うごき

人　口　11,946人（−21）
男　5,766人（− ７）
女　6,180人（−14）

世　帯　5,575戸（−９）

●火 災 情 報  ☎086－226－0119（現在の火災情報）

●岡山市内救急病院案内  ☎086－231－0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

※平成29年８月１日現在　（　）は前月との増減

ご寄附に感謝します  育英資金（敬称略）

香典返し（金一封） 横田　照美（上　竹）、香元　　進（上田西）、藤田　和也（井　原）
篤志寄附（金一封） 荒尾　孝子（湯　山）

この育英資金は皆さまからのご寄附によって運営しています。会計管理室、各支所、出張所でご寄附を随時受け付けています。

　毎日、朝と午後３時に告知放送から流れるラジオ体操。皆

さん手足を伸ばしていますか？

　津賀支部では、今年度愛育活動の中にラジオ体操を取り入

れ、健康づくりの輪を広げています。

　７月２日、美原住民会の研修会でもあいさつ代わりに「い

ち！にっ！さん！しっ！」「気持ちがいいなぁ」と笑顔が満開。

　誰でも、どこでもできる体操を実践し、活力ある一日をス

タートしましょう！

愛育委員会活動報告 津賀支部

栄養委員さんからの 
One Point アドバイス

誰でも簡単にできるので、

お子さんと一緒に

クッキングしてね。

材　　料  作　り　方

かぼちゃ   １/４カット

  （350～400ｇ）

片栗粉   大さじ４

サラダ油またはバター

　   大さじ２

〈たれ〉

　しょうゆ   大さじ２

　砂糖   大さじ２

　みりん   大さじ２

　酒   大さじ２

１． かぼちゃの皮と種を取り除き適当な大きさに

切る。

２． １のかぼちゃを４～５分程度蒸し竹串がスッ

と刺さったら蒸しあがり。

３． ２に片栗粉を入れてよくつぶし、丸く整える。

４．鍋にたれ用の調味料を入れ、たれを作る。

５． フライパンにバターを敷き３のかぼちゃ団子を並べて入れ焼き色がついた

らたれを絡める。

（１個あたり）

エネルギー：115kcal　たんぱく質：1.1g　カルシウム：8.5mg　食塩：0.7g

１日350ｇ　両手１杯の緑黄色野菜　両手２杯の淡色野菜を

生活習慣病予防のために食べよう！

津賀栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜『かぼちゃ』 かぼちゃもち（８個分）

かぼちゃの栄養

　緑黄色野菜のひとつでカロテンという栄養素がとても豊富に含まれ

ています。

　このカロテンは、抗酸化作用により老化の原因となる活性酸素発生

や発がんの抑制作用もあるすぐれものです。ただし、食べすぎると糖

質が多いので太る原因のもととなってしまいますのでご注意ください。
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